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北
野
経
王
堂
の
万
部
経
会

ー
室
町
幕
府
の
宗
教
政
策
ー

下
坂

守

は
じ
め
に

一
、
足
利
義
満
と
万
部
経
会

①
費
用
（
１
】
２
】）

〔
支
出
〕

ａ
、
経
法
師
へ
の
食
料

千
人×

一
六
〇
文×

一
〇
日
＝
一
六
〇
〇
貫
文

ｂ
、
経
法
師
へ
の
布
施

千
人×

練
貫
小
袖
一
重
と
焼
香
二
両
＋
α
＝
小
袖
二
二
〇
四
両
、

ｃ
、
修
理
要
脚
（
千
餘
貫
）

〔
収
入
〕

ａ
、
所
領
（
料
所
）「
尾
張
国
山
田
庄
役
其
外
御
料
所
」
八
〇
〇
貫
文

（『
伺
事
記
録
〕）

「
山
城
国
草
内
飯
岡
」

（『
伺
事
記
録
〕）

「
美
作
国
小
吉
野
庄
」

四
五
〇
貫
文

（『
伺
事
記
録
〕）

ｂ
、
関
の
得
分

「
摂
津
国
兵
庫
関
徳
分
」

ｃ
、
北
野
万
部
経
奉
行
料
足

ｄ
、
御
布
施
（
小
袖
等
）

ｅ
、
勧
進

②
警
固ａ、

所
司
代
が
警
固
を
担
当

ｂ
、
所
司
代
は
「
警
固
の
た
め
毎
日
」「
北
野
社
僧
坊
」
を
「
旅
店
」
と
す
る

③
経
法
師
（
千
人
）

ａ
、「
守
護
ど
も
に
ニ
仰
せ
付
け
ら
れ
、
召
し
上
げ
ら
れ
る
」、「
催
し
に
よ
り
諸
国
よ
り
参

洛
す
」

ｂ
、「
近
国
山
寺
よ
り
参
洛
」、「
諸
国
よ
り
上
洛
」、「
諸
国
よ
り
参
洛
」

「
諸
国
山
寺
法
師
等
」、「
上
洛
叶
わ
ず
」

二
、
北
野
の
覚
蔵
坊

①
覚
蔵
坊
増
範
と
讃
州
虚
空
蔵
院

②
覚
蔵
坊
増
範
の
北
野
社
一
切
経
書
写
事
業

ー
北
野
覚
蔵
坊
ー

③
覚
蔵
坊
と
北
野
の
万
部
経
会

④
覚
蔵
坊
の
勧
進
活
動

三
、
大
報
恩
寺

①
大
報
恩
寺
の
釈
迦
念
仏

②
室
町
幕
府
の
遺
教
経
会

③
養
命
坊
の
大
報
恩
寺
住
持
職
の
相
承

④
養
命
坊
の
覚
蔵
坊
住
持
職
兼
帯

む
す
び

ー
三
つ
の
経
堂
ー
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一
、
足
利
義
満
と
万
部
経
会

１
〔
枝
葉
鈔
〕
応
永
七
年
（
一
四
〇
〇
）
十
月
七
日

し
よ
う
し
ょ
う

応
永
七
庚
辰
十
七
、
今
日
よ
り
近
年
の
ご
と
く
、
北
野
右
近
馬
場
の
仮
屋
に
お
い
て
、
近
国
経
法
師

か
の
え
た
つ

千
人
在
洛
し
十
カ
日
の
間
、
毎
日
二
座
朝
経
四
巻
、

夕
経
四
巻
、
読
誦
す
。
朝
夕
二
座
の
間
に
お
の
お
の
退
出
し
、

中
食
こ
れ
を
沙
汰
す
と
云
々
。
北
山
殿
大
略
毎
日
御
聴
聞
御
聴
聞
所
、

被
構
置
之
、
そ
の
外
貴
賤
上
下
・
男
女
奴

ち
ゅ
う
じ
き

う
ん
ぬ
ん

（
足
利
義
満
）

ご
ち
ょ
う
も
ん

ぬ

婢
、
結
縁
極
ま
り
な
し
。
廻
向
有
隣
か
。
伝
え
聞
く
、
毎
日
一
人
別
に
食
料
十
六
疋
と
云
々
。
仍
て

ひ

け
ち
え
ん

え
こ
う

じ
き
り
ょ
う

う
ん
ぬ
ん

よ
つ

千
人
分
百
六
十
貫
か
。
十
カ
日
分
一
千
六
百
貫
と
云
々
。
御
布
施
は
結
願
日
に
練
貫
の
小
袖
一
重
を

ね
り
ぬ
き

か
さ
ね

引
か
れ
る
。
こ
れ
大
旨
恒
例
な
り
。
去
年
は
小
袖
の
上
、
五
帖
袈
裟
お
の
お
の
一
帖
こ
れ
を
引
か
る
と

お
お
む
ね

ひ

云
々
。
希
代
の
大
御
善
根
、
上
古
・
末
代
希
有
の
事
か
。
今
年
は
御
布
施
・
練
貫
の
小
袖
一
重
の
上
、

焼
香
二
両
香
裹
結
構
、
重
薄

様
色
々
云
々
、

お
の
お
の
こ
れ
を
引
か
る
。
謂
わ
く
、
小
袖
二
千
二
百
四
領
、
沈
二
千
二
百

四
両
と
云
々
。

２
〔
吉
田
家
日
次
記
〕
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
十
月

ひ
な
み
き

（
十
五
日
）
昼
程
、
一
万
部
妙
経
を
聴
聞
す
。
去
る
七
日
よ
り
右
近
馬
場
の
新
御
堂
為
此
経
被
新
造
、

及
両
三
年
了
、
に

ち
ょ
う
も
ん

お
い
て
千
百
口
の
僧
侶
自
諸
国

上
洛
、
を
以
て
毎
日
人
別
一
部
八
巻
、
こ
れ
を
信
読
す
。
北
山
殿
の
御
願
な
り
。

（
足
利
義
満
）

ご
が
ん

食
料
日
別
六
千
六
百
疋
人
別

六
疋
、
十
ケ
日
分
六
万
六
千
疋
こ
れ
を
下
行
せ
ら
れ
る
。
ま
た
本
経
千
百
部

じ
き
り
ょ
う

げ
ぎ
ょ
う

兼
ね
て
こ
れ
を
摺
写
せ
ら
れ
、
結
願
以
後
か
の
僧
侶
に
下
さ
る
と
云
々
。
こ
の
ほ
か
御
布
施
、
人
別

し
ょ
う
し
ゃ

百
疋
、
小
袖
一
重
、
沈
一
両
被
裹

薄
様
、

こ
れ
を
下
さ
る
。
希
代
の
大
善
根
歟
。
都
鄙
の
男
女
、
首
を
傾
け

鵞
眼

三

か

群
集
す
。
そ
の
利
、
無
量
無
辺
。
貴
ぶ
べ
し
貴
ぶ
べ
し
。

た
っ
と

（
十
六
日
）
妙
経
今
日
十
ケ
日
に
満
ち
、
御
布
施
を
引
か
る
。
北
山
殿
御
出
、
お
よ
そ
毎
日
御
聴
聞
な
り
。

道
俗
男
女
結
縁
、
誠
に
こ
れ
人
天
の
大
会
な
り
。

３
〔
春
日
神
社
文
書
〕
応
永
二
十
四
年
（
一
四
一
七
）
十
一
月
二
十
五
日

（
端
裏
書
）

「
北
野
万
部
経
奉
行
料
足
請
文
」

う
け
ぶ
み

万
部
御
経
奉
行
料
足
の
事

北
野

合
わ
せ
拾
貫
文
と
い
へ
り

右
、
請
け
取
り
申
す
処
、
件
の
如
し

く
だ
ん

応
永
廿
四
年
十
一
月
廿
五
日

覚
蔵
（
花
押
）

４
〔
兼
宣
公
記
〕
応
永
三
十
二
年
（
一
四
二
五
）
十
月
十
日

北
野
御
経
料
足
の
事
。
当
年
は
奉
行
人
飯
尾
肥
前
・
同
加
賀
両
人
折
帋
を
出
す
。
こ
の
折
帋
を
以
て
定

お
り
が
み

光
坊
に
付
け
遣
わ
す
な
り
。

（
端
裏
書
）

「
定
光
坊
請
取
」

請
け
取
り
申
す

北
野
御
経
料
足
の
事

合
わ
せ
弐
貫
文
と
い
へ
り

右
、
広
橋
殿
家
の
御
沙
汰
と
し
て
、
請
け
取
り
申
す
所
の
状
、
件
の
如
し
。

定
光

応
永
卅
二
年
十
月
十
日

慶
尊
（
花
押
）
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５
〔
兼
宣
公
記
〕
応
永
三
十
五
年
（
一
四
二
八
）
三
月
十
九
日

納
め
申
す

北
野
一
切
経
会
御
料
足
の
事

合
わ
せ
肆

貫
文
と
い
へ
り

（
四
）

右
、
広
橋
殿
家
の
御
沙
汰
と
し
て
、
請
け
取
り
申
す
所
の
状
、
件
の
如
し
。

定
光

応
永
卅
五
年
三
月
十
九
日
、

慶
尊
（
花
押
）

６
〔
八
坂
神
社
文
書
〕
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
十
月
十
七
日

納
め
申
す

北
野
御
読
経
御
要
脚
の
事

合
わ
せ
参
貫
文
と
い
へ
り

右
、
祇
園
執
行
の
沙
汰
と
し
て
、
納
め
申
す
所
の
状
、
件
の
如
し
。

禅
住

長
禄
参
年
十
月
十
七
日

承
操
（
花
押
）

７
〔
満
済
准
后
日
記
〕
応
永
三
十
二
年
（
一
四
二
五
）
十
月
五
日

今
日
よ
り
北
野
ノ
経
王
堂
ニ
テ
、
一
万
部
法
華
経
年
々
の
如
く
始
行
せ
ら
る
。
請
僧
千
人
近
国
山
寺
よ

き
ん
ご
く
や
ま
で
ら

り
参
洛
す
る
こ
と
恒
年
の
如
し
と
云
々
。
今
日
経
堂
の
額
、
こ
れ
を
打
た
る
、
経
王
堂
と
云
々
。
御
筆

と
云
々
。

８
〔
満
済
准
后
日
記
〕
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
十
月

（
五
日
）
今
日
よ
り
北
野
の
御
経
こ
れ
を
始
行
す
。
鹿
苑
院
殿
以
来
毎
年
の
御
願
な
り
。
請
僧
千
人
諸

（
足
利
義
満
）

し
ょ
う
そ
う

国
よ
り
参
洛
し
、
毎
日
一
万
部
、
十
日
ニ
十
万
部
に
満
つ
る
な
り
。
御
布
施
人
別
三
百
疋
と
云
々
。
そ

の
ほ
か
毎
日
食
物
こ
れ
を
下
行
す
。
御
経
千
部
兼
ね
て
こ
れ
を
新
写
す
。
各
こ
れ
を
拝
領
す
。
こ
れ
ら

の
用
脚
、
尾
張
国
山
田
庄
役
そ
の
ほ
か
御
料
所
こ
れ
在
る
歟
。
御
丁
聞
の
た
め
に
渡
御
す
と
云
々
。

か

（
聴
）

と
ぎ
ょ

（
十
四
日
）
北
野
御
経
十
万
部
、
今
日
結
願
に
満
つ
と
云
々
。
た
だ
し
各
々
願
主
、
明
日
・
明
後
日
を
経

て
相
続
す
と
云
々
。

９
〔
満
済
准
后
日
記
〕
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
十
月

（
五
日
）
今
日
よ
り
北
野
一
万
部
法
花
経
読
誦
始
行
。
請
僧
千
僧
、
諸
国
山
寺
法
師
等
な
り
。

し
ょ
う
そ
う

（
十
四
日
）
北
野
御
経
結
願
す
。

〔
看
聞
御
記
〕
永
享
十
年
（
一
四
三
八
）
十
月

10（
十
五
日
）
北
野
御
経
結
願
な
り
。
上
様
御
聴
聞
、
御
桟
敷
へ
今
御
所
入
り
申
さ
る
。
聞
く
、
経
法
師

ち
ょ
う
も
ん

さ
じ
き

両
三
人
遅
参
に
よ
り
縛
ら
る
と
云
々
。

（
十
六
日
）
今
日
よ
り
北
野
読
経
と
云
々
。

（
十
八
日
）
聞
く
、
北
野
経
法
師
一
人
殺
さ
る
。
参
詣
の
輩
、
廻
廊
に
お
い
て
連
歌
法
楽
の
在
所
へ
行
き
、

ほ
う
ら
く

比
興
の
句
出
来
、
こ
れ
を
咲
う
。
よ
っ
て
打
擲
し
殺
す
。
そ
の
輩
も
罪
科
に
せ
ら
る
と
云
々
。

ひ
き
ょ
う

わ
ら

ち
ょ
う
ち
ゃ
く

〔
頭
書
〕
後
に
聞
く
、
経
法
師
四
五
人
死
す
。
あ
る
い
は
公
方
よ
り
斬
ら
る
と
云
々
。（
中
略
）
そ
の
後

経
奉
行
の
北
野
法
師
の
家
炎
上
す
。盗
人
の
放
火
と
云
々
。経
中
の
料
足
若
干
焼
失
す
と
云
々
。

そ
く
ば
く

〔
年
中
定
例
記
〕

11一
十
月
五
日
、
内
野
の
経
の
ひ
も
と
き
に
御
成
先
松
梅
院

へ
御
成
、

さ
て
経
堂
へ
御
成
に
て
そ
れ
よ
り
す
ぐ
に
鹿
苑

院
へ
御
成
、
経
は
朝
の
経
過
て
御
成
也
。

一
経
堂
に
桟
敷
南
北
に
あ
り
。
北
ハ
御
台
様
、
南
ハ
公
方
様
。

（
足
利
義
教
）
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〔
晴
富
宿
禰
記
〕
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
十
月
五
日

は
れ
と
み
す
く
ね

き

12
内
野
の
御
経
開
白
な
り
。
室
町
殿
・
同
上
様
御
聴
聞
、
官
領
畠
山
左
衛
門

督
政
長
、

・
細
川
九
郎
・
一
色
等
参
仕
す

う
ち
の

か
い
び
ゃ
く

（
足
利
義
政
）

（
管
）

と
云
々
。
侍
所
赤
松
兵
部
少
輔
・
所
司
代
浦
上
警
固
す
と
云
々
。
応
仁
の
乱
世
以
来
こ
れ
な
き
の
処
、

当
年
御
再
興
、
誠
に
し
か
る
べ
き
事
な
り
。
た
だ
し
人
数
三
百
人
と
云
々
。
経
堂
は
修
理
を
加
え
る
も

の
な
り
。

〔
長
興
宿
禰
記
〕
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
十
月
五
日

13
今
日
北
野
万
部
法
華
経
。
乱
中
無
沙
汰
、
経
堂
破
損
の
間
、
室
町
殿
の
御
沙
汰
と
し
て
、
さ
る
頃
よ
り

（
足
利
義
政
）

用
脚
を
千
余
貫
を
付
け
ら
れ
修
造
せ
ら
る
。
今
日
興
行
あ
り
。
経
衆
僧
侶
千
余
人
、
先
規
な
り
。
然
る

に
布
施
物
こ
と
行
き
が
た
き
に
よ
り
、
人
数
三
百
余
人
に
減
じ
、
上
洛
し
読
誦
す
。
室
町
殿
渡
御
、
御

（
足
利
義
政
）

聴
聞
あ
り
。
将

軍
同
じ
く
御
詣
り
あ
り
。
松
梅
院
坊
に
渡
御
、
先
規
の
如
し
と
云
々
。

（
足
利
義
尚
）

（
十
一
日
）
今
日
予
北
野
万
部
経
異
躰
、
詣
ず
。
布
施
下
野
守
・
清
和
泉
守
・
杉
原
伊
賀
守
、
同
安
芸

も
う

守
等
相
伴
す
。
還
向
招
引
の
間
、
所
司
代
浦
上
美
作
守
旅
店
北
野
社
僧
坊
也
、
為

警
固
毎
日
宿
之
、

に
向
か
う
。
朝
飡
、
終

し
ょ
う
ば
ん

日
酒
宴
、
夜
に
入
り
帰
宅
す
。

〔
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
〕
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
十
月
二
十
九
日

14一
六
日
よ
り
北
野
御
経
こ
れ
あ
り
。
経
衆
三
百
計
り
。
守
護
ど
も
に
ニ
仰
せ
付
け
ら
れ
、
召
し
上
げ
ら
れ

る
と
云
々
。
供
料
下
行
な
き
の
間
、
十
三
日
ハ
御
経
な
し
と
云
々
。

げ
ぎ
ょ
う

〔
長
興
宿
禰
記
〕
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
十
月
五
日

な
が
お
き

15
北
野
万
部
経
初
め
な
り
。
将
軍
大
納
言
殿
渡
御
、
御
聴
聞
あ
り
。
准

后
・
御

台
等
御
詣
で
な
し
。

（
足
利
義
尚
）

（
足
利
義
政
）

（
日
野
富
子
）

侍
所
・
守
護
等
例
の
如
し
と
云
々
。
経
読
衆
千
百
人
先
規
な
り
。
上
洛
叶
わ
ず
、
二
百
余
人
参
集
す
と
云
々
。

〔
親
元
日
記
〕
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
十
月
五
日

ち
か
も
と

16
（
五
日
）

一
北
野
御
経
始
め
。
御
成
な
し
。
警
固
所
司
代
浦
上
美
作
守
則
宗
。

（
十
一
日
）
一
所
司
代
北
野
宿
坊
へ
貴

殿
よ
り
色
々
遣
わ
さ
る
。

（
伊
勢
貞
宗
）

（
十
六
日
）
一
所
司
代
今
度
御
経
中
無
為
無
事
、
め
で
の
由
参
り
こ
れ
を
申
す
。

〔
長
興
宿
禰
記
〕
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
十
月
五
日

17
今
日
北
野
万
部
経
停
止
な
り
。
経
法
師
等
催
し
、
諸
国
よ
り
参
洛
、
各
帰
国
す
る
に
よ
る
と
云
々
。
布

施
物
い
ま
だ
至
ら
ざ
る
の
間
、
読
ま
ざ
る
な
り
と
云
々
。

二
、
北
野
の
覚
蔵
坊

〔
大
般
若
経
〕
巻
四
四
九
（
東
か
が
わ
市
・
若
王
子
蔵
）
奥
書

応
永
九
年
（
一
四
〇
二
）
三
月

18
于
時
応
永
九
年
壬午
歳
三
月
卅
日

敬

以
三
箇
日
夜
功
労
畢

と
き
に

う
や
ま
い
も
っ
て

こ
う
ろ
う
お
わ
ん
ぬ

謹

奉

書
外
題
矣
、

虚
空
蔵
院
住
持
金
資
増
□
生
年
三
十
七

つ
つ
し
ん
で
か
き
た
て
ま
つ
る
げ
だ
い

并
亮
勝
房
増
範

明
通
房
増
瑜

〔
大
般
若
経
〕
巻
二
〇
二
（「
北
野
社
一
切
経
」
の
内
）
奥
書

19
願
主
覚
蔵
増
範

が
ん
し
ゅ
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〔
大
般
若
経
〕
巻
二
二
〇
（「
北
野
社
一
切
経
」
の
内
）
奥
書

20
本
願
聖
人
讃
州
虚
空
蔵
院
金
剛
仏
子
覚
蔵

〔
大
般
若
経
〕
巻
九
（「
北
野
社
一
切
経
」
の
内
）
奥
書

21
大
勧
進
本
願
聖
人
讃
州
虚
空
蔵
院
住
侶
縛
日
羅
資
覚
蔵

〔
大
般
涅
槃
経
〕
巻
十
八
（「
北
野
社
一
切
経
」
の
内
）
奥
書

応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
八
月

22
応
永
十
九
年
壬辰
年
八
月
九
日
、
今
日
惣
一
切
経
書
畢
。

〔
一
切
経
音
義
〕
巻
八
（「
北
野
社
一
切
経
」
の
内
）
奥
書

応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
八
月

23
時
于
応
永
十
九
年
八
月
十
四
日
、
内
野
一
切
経
供
養
十
万
部
十
七
日

〔
一
切
経
音
義
〕
巻
十
二
（「
北
野
社
一
切
経
」
の
内
）
奥
書

応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
八
月

24
応
永
十
九
年
壬辰
年
八
月
時
正
写
畢
、
自
今
日
一
切
経
供
養
、
結
願
如
法
経
始
日
也
、

〔
東
寺
執
行
日
記
〕
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
六
月
二
十
一
日

25
御
影
堂
上
葺
檜
皮
、
北
野
ノ
覚
蔵
坊
十
方
勧
進
の
由
、
後
日
聞
き
及
ぶ
な
り
。
武
家
様
の
御
判
こ
れ
あ

ぶ

け
よ
う

り
。
御
奉
加
百
貫
文
な
り
。

〔
東
寺
執
行
日
記
〕
永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
十
月
十
一
日

26
御
塔
事
初
未
刻
、
公
方
奉
行
飯
尾
加
賀
守
為
行
、
同
三
郎
左
衛
門
尉
為
秀
両
人
、
大
勧
進
北
野
覚
蔵
法

こ
と
は
じ
め

師
、
公
方
ノ
定
也
。

〔
公
名
公
記
〕
永
享
十
年
（
一
四
三
八
）
十
月
二
十
一
日

27
今
暁
、
北
野
覚
蔵
坊
焼
失
す
。

〔
東
寺
執
行
日
記
〕
永
享
十
二
年
（
一
四
三
八
）
四
月
二
十
六
日

28
（
鹿
苑
院
三
十
三
回
忌
）

同
じ
く
御
仏
事
の
た
め
北
野
経
王
堂
に
お
い
て
一
万
部
法
花
経
こ
れ
を
初
む
。
請
僧
一
千
百
人
な
り
。

（
始
）

〔
北
野
社
家
引
付
〕
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
十
月
十
七
日

29一
経
堂
御
桟
敷
用
意
の
事
。
覚
蔵
い
ま
だ
補
さ
ざ
る
の
間
、
厳
重
に
仰
せ
付
け
ら
る
べ
き
の
由
、
奉
行
飯

尾
大
和
守
方
へ
申
し
遣
わ
す
な
り
。

〔
春
日
大
社
文
書
〕「
覚
蔵
坊
申
状
」
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
五
月
二
十
一
日

30

覚
蔵
坊
門
中
謹
ん
で
言
上
す

右
、
子
細
は
北
野
万
部
御
経
所
、
摂
津
国
兵
庫
関
徳
分
内
、
毎
月
千
疋
の
事
、
一
乱
に
よ
り
そ
の
沙
汰

致
さ
ざ
る
の
間
、
歎
き
申
す
処
、
文
明
十
七
年
厳
重
の
御
下
知
を
こ
う
む
り
、
当
知
行
相
違
な
き
の
処
、

南
都
よ
り
春
日
社
の
造
営
と
号
し
、
そ
の
間
の
要
脚
た
る
べ
き
の
由
申
し
掠
む
る
の
条
、
先
規
そ
の
例

か
す

な
し
。
あ
ま
つ
さ
え
す
で
に
造
を
お
え
せ
し
む
と
い
え
ど
も
、
今
に
返
付
せ
ざ
る
の
段
、
言
語
道
断
の

へ
ん
ぷ

次
第
な
り
。
所
詮
元
の
如
く
に
還
補
の
御
成
敗
を
こ
う
む
り
、
寺
納
せ
し
ま
ば
殊
に
御
祈
祷
の
精
誠

か
ん
ぽ

を
抽
ぜ
ん
。
あ
ら
あ
ら
言
上
件
の
如
し
。

ぬ
き
ん

延
徳
三
年
五
月
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〔
北
野
社
家
日
記
〕
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
十
月
五
日

31
経
堂
の
御
経
、
勧
進
勢
光
上
人
を
も
っ
て
執
行
す
と
云
々
。
勧
進
の
上
は
本
尊
出
す
べ
か
ら
ざ
る
の
旨

こ
れ
を
申
す
と
い
え
ど
も
、
既
に
上
意
と
し
て
仰
せ
付
け
ら
る
の
上
は
曲
事
の
由
申
し
付
け
、
出
し
奉

り
畢
ん
ぬ
。
勧
進
の
儀
、
前
代
未
聞
の
儀
な
り
。

お
わ

〔
北
野
社
家
日
記
〕
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
十
月
五
日

32
去
年
の
如
く
勧
進
を
以
て
当
所
の
御
経
執
行
す
べ
き
の
旨
案
内
こ
れ
あ
り
。
同
経
当
所
散
所
物
訴
訟

（
者ｶ

）

こ
れ
あ
り
。

〔
北
野
社
家
日
記
〕
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）
九
月
九
日

33
一
覚
蔵
来
り
て
、
来
月
五
日
よ
り
の
経
王
堂
御
経
、
勧
進
を
以
て
執
沙
汰
す
べ
き
の
由
申
す
の
間
、
当

時
の
儀
、
苦
し
か
ら
ざ
る
の
由
同
心
な
り
。

〔
北
野
社
家
日
記
〕
永
正
十
二
年
（
一
五
一
五
）
十
月
二
日

34

養
命
坊
よ
り
経
王
堂
勧
進
。
上
意
を
請
く
る
の
由
案
内
こ
れ
あ
り
。

「
春
広
北
野
覚
蔵
坊
職
等
譲
状
」
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
六
月
二
十
六
日
（『
大
報
恩
寺
文
書
〕）

35

譲
り
渡
す北

野
覚
蔵
坊
職
な
ら
び
に
輪
蔵
等
之
事

右
、代
々
附
属
の
状
な
ら
び
に
坊
領
重
書
等
を
相
副
え
、少
納
言
律
師
舜
成
に
譲
与
せ
し
む
る
所
な
り
。

そ

天
下
の
御
祈
祷
を
専
ら
に
し
、
知
行
を
全
う
す
べ
き
も
の
な
り
。
仍
て
状
件
の
如
し
。

も
つ
ぱ

ま
つ
と

よ
つ

大
永
五
年
六
月
廿
六
日

春
広
（
花
押
）

少
納
言
律
師
御
房

三
、
大
報
恩
寺

〔
徒
然
草
〕
二
二
八
段

36
千
本
の
釈
迦
念
仏
は
、
文
永
の
比
、
如
輪
上
人
、
こ
れ
を
は
じ
め
ら
れ
け
り
、

（
琳
）

〔
洛
北
千
本
大
報
恩
寺
縁
起
〕

37
又

師

遺
教
お
よ
び
舎
利
供
養
式
等
に
博
士
を
付
け
、
以
て
諷
吟
す
。
か
つ
は
釈
迦
念
仏
会
式
を
始
む
。
、

（
如
琳
、
澄
空
）

は
く
し

そ
の
声
微
妙
に
し
て
諸
人
耳
を
傾
く
。
そ
の
余
の
法
式
、
何
れ
の
経
文
と
い
え
ど
も
墨
譜
を
点
じ
力
行

い
ず

ぼ
く
ふ

せ
ざ
る
は
な
し
。
遂
に
墨
譜
の
一
家
を
な
す
な
り
。
世
に
大
原

声

明

千
本
式
と
称
す
は
こ
れ
な
り

し
ょ
う
み
ょ
う

〔
大
報
恩
寺
衆
僧
連
署
言
上
状
案
〕
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
十
二
月
（『
大
報
恩
寺
文
書
〕）

38

千
本
大
報
恩
寺
衆
僧
等
謹
ん
で
庭
中
言
上
す

つ
つ
し

て
い
ち
ゅ
う

右
、
当
寺
住
持
職
の
事
、
去
る
四
月
よ
り
、
飯
尾
兵
衛
大
夫
を
以
て
言
上
せ
し
む
と
い
え
ど
も
、
い
ま

だ
上
聞
に
達
さ
ず
。
一
寺
迷
惑
に
及
ぶ
。
既
に
歳
末
年
始
の
御
祈
祷
、
次
い
で
来
春
の
法
事
も
程
な
き

の
間
、
か
た
が
た
仰
せ
付
け
ら
れ
ざ
れ
ば
、
一
向
闕
如
に
及
ぶ
べ
き
も
の
な
り
。
所
詮
、
衆
僧
等
連
署

け
つ
じ
ょ

を
以
て
召
請
致
す
所
は
、
前
住
の
舎
弟
安
養
院
淳
英
、
御
祈
祷
な
ら
び
に
声

明

等
然
る
べ
き
仁
た
る

し
ょ
う
せ
い

し
ょ
う
み
ょ
う

じ
ん

の
間
、
先
例
に
任
せ
、

忝

く
も
上
意
を
下
し
な
さ
る
れ
ば
、
い
よ
い
よ
御
祈
祷
の
精
誠
を
抽
ぜ
ん

か
た
じ
け
な

ぬ
き
ん

と
欲
す
。
仍
て
あ
ら
あ
ら
謹
ん
で
庭
中
言
上
す
る
こ
と
件
の
如
し
。

よ
つ

寛
正
五
年
十
二
月

日

浄
意
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〔
年
中
定
例
記
〕
二
月

39
十
五
日
、
於
殿
中
遺
教
経
あ
り
千
本
釈
迦

堂
の
衆
、

殿
中
に
御
堂
を
か
ま
へ
ら
る
、
奉
行
楢
葉
と
申
仁
申
沙
汰
候
。

（

構

）

じ
ん

御
堂
を
公
方
の
御
せ
う
じ
こ
し
ら
へ
申
候
。
御
本
尊
の
左
右
に
大
な
る
柳
の
枝
を
立
ら
れ
、
そ
の
枝
に

法
物
を
か
け
申
候
。
練
貫
・
扇
・
帯
以
下
、
其
外
か
ゝ
り
候
ハ
ぬ
物
を
ば
下
に
置
候
。
い
に
し
へ
よ
り

ね
り
ぬ
き

公
家
・
門
跡
・
大
名
・
惣
番
衆
以
下
、
分
限
に
よ
り
て
被
出
候
也
。
い
に
し
へ
ハ
過
分
の
事
と
て
候
。

公
方
様
・
女
中
以
下
、
簾
中
に
て
御
聴
聞
候
。
御
供
衆
・
申
次
祗
候
。
入
候
ハ
ぬ
事
な
れ
共
、
注
候

お
と
も
し
ゅ
う

も
う
し
つ
ぎ
し
こ
う

也
。
二
月
六
日
よ
り
千
本
に
て
遺
教
経
、
十
日
御
入
候
て
、
結
願
の
日
十
五
日
に
公
方
様
に
て
御
入
候
。

〔
二
水
記
〕
永
正
十
七
年
（
一
五
二
〇
）
閏
六
月
六
日

40
巳
刻
許
り
、
新
大
典
侍
殿
御
里
に
参
る
。
今
日
千
本
僧
衆
五
人
参
せ
し
め
候
。
遺
教
経
を
読
む
。
音
楽

み

（
勧
修
寺
尚
顕
）

三
こ
れ
を
奏
す
。
先
ず
吹
音
取
、
次
い
で
惣
礼
伽
陀
、
次
い
で
導
師

陽
明
坊
参
り
、
舎
利
講
式
を
進
読
す
。

（
養
）

〔
春
広
大
報
恩
寺
住
持
職
等
譲
状
案
〕
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）
六
月
二
十
六
日
（『
大
報
恩
寺
文
書
〕）

41

譲
り
渡
す大

報
恩
寺
住
持
職
な
ら
び
に
寺
領
等
の
事

右
、
当
寺
は
師
資
相
伝
の
地
た
る
に
よ
り
、
寺
領
重
書
な
ら
び
に
御
判
等
、
少
納
言
律
師
舜
成
に
譲

じ
ゅ
う
し
ょ

ご
は
ん

与
す
る
所
な
り
。
専
ら
仏
法
を
興
隆
し
知
行
を
全
う
す
べ
き
も
の
な
り
。
仍
て
状
件
の
如
し
。

も
つ
ぱ

ま
つ
と

大
永
五
年
六
月
廿
六
日

春
広
判

少
納
言
律
師
御
房

〔
洛
北
千
本
大
報
恩
寺
縁
起
〕

42
舜
算
僧
都
兼
管
の
日
、
か
の
經
王
堂
の
頹
壊
を
憂
い
、
片
桐
市

正
且
元
に
告
げ
、
再
営
を
内
府
秀
頼

た
い
か
い

う
れ

い
ち
の
し
ょ
う

（
豊
臣
）

に
索
む
。
即
ち
啓
達
し
、
こ
れ
を
允
許
し
、
慶
長
十
年
に
功
成
り
、
落
慶
供
養
す
。
旧
式
に
よ
り
法
花

も
と

い
ん
き
ょ

万
部
経
を
修
行
す
。
時
に
法
幢
・
幡
蓋
・
衲
衣
・
袍
服
・
法
具
等
、

悉

く
弁
満
す
な
り
。
（
中
略
）

ほ
う
ど
う

は
た
ぶ
た

の
う
え

ほ
う
ふ
く

こ
と
ご
と

慶
長
年
中
に
い
た
り
、
舜
算
住
持
た
り
。
元
和
の
初
め
住
主
修
営
を
加
え
ん
と
欲
し
て
、
多
く
良
材
を

貯
え
る
も
、
営
構
に
い
ま
だ
就
か
ず
。
不
幸
に
し
て
殃
死
に
嬰
る
。（
中
略
）

お
う
し

か
か

竊
か
に
經
王
堂
廃
毀
の
由
を
案
ず
る
に
、
慶
長
修
営
の
後
、
寛
文
年
中
に
至
り
六
十
余
年
を
経
て
、
大

ひ
そ

は
い
き

殿
の
破
壊
・

陵

遅
こ
こ
に
極
ま
り
修
営
を
加
え
ん
と
欲
す
る
も
、
高
く
広
く
し
て
た
や
す
く
自
力
の

り
ょ
う
ち

及
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
こ
れ
故
に
再
構
を
有
司
に
索
む
も
官
裁
滞
り
あ
り
て
果
た
さ
ず
。
終
に
大
殿

も
と

長
三
十
間
、

横
廿
五
間
、

頹
廃
す
る
を
看
る
矣
。

た
い
は
い

み

む
す
び

ー
三
つ
経
堂
ー

〔
萩
藩
通
史
〕
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
三
月
十
八
日

43
当
島
一
建
立
、
関
白
様
よ
り
仰
せ
出
さ
れ
、
こ
こ
元
御
見
廻
り
候
。
し
か
ら
ば
、
塔
岡
に
経
堂
御
立（

建
）

候
て
、
一
月
ニ
一
度
之
千
部
経
、
読
誦
せ
ら
れ
た
き
の
由
に
候
。
す
な
わ
ち
一
万
石
急
度
御
渡
し
あ
る

き
つ
と

べ
き
の
由
御
諚
に
候
。
さ
候
は
ば
申
し
談
じ
相
調
え
ら
る
べ
く
、
島
中
へ
も
こ
の
由
仰
せ
渡
さ
る
べ

ご
じ
よ
う

く
候
。
恐
々
謹
言

安
国
寺

天
正
十
五
年
三
月
十
八
日

恵
瓊
花
押

え
け
い

大
願
寺
御
同
宿
中
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〔
大
外
記
中
原
師
生
母
記
〕
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
九
月
二
十
五
日
条

だ
い
げ

き

44
け
ふ
、ひ
が
し
や
ま
め
う
ほ
う
ゐ
ん
と
の
御
て
ら
の
そ
は
な
る
き
や
う
た
う
に
て
、せ
ん
人
そ
う
あ
り
。

（
今
日
）

（

東

山

）

（

妙

法

院

殿

）

（
寺
）

（
傍
）

（

経

堂

）

（
千
）

（
僧
）

さ
り
な
か
ら
、八
し
ゆ
う
か
ら
百
人
つ
ゝ
に
て
八
百
人
あ
り
た
る
と
な
り
。し
ゆ
う
て
い
〳
〵
の
さ
ほ
う

（

宗

）

（

宗

躰

）

（
作
法
）

の
ほ
う
し
つ
と
め
あ
り
。

（
法
事
）

（

務

）

堂
名

法
会
の
種
類

請
僧
と
そ
の
人
数

執
行
時
期
（
期
間
）

庫
裏

く

り

北
野
経
王
堂

万
部
経
会

諸
国
の
「
経
法
師
」
千
人

十
月
（
十
日
）

な
し

1

厳
島
経
堂

千
部
経
会

大
願
寺
僧

（
不
明
）

毎
月
（
一
日
）

な
し

2

大
仏
経
堂

千
僧
会

八
宗
僧
（
註

）

八
百
人

毎
月
（
一
日
）（
註
２
）

あ
り

3

1

（
註

）
八
宗
僧

真
言
宗
・
天
台
宗
・
律
宗
・
禅
宗
、
日
蓮
宗
（
法
華
宗
）・
浄
土
宗
・

1

遊
行
（
時
宗
）・
一
向
宗
（
真
宗
）
の
僧
。

（
註
２
）
毎
月(

一
日)

の
ち
四
・
六
月
の
み
八
宗
で
勤
仕
。
他
の
月
は
各
宗
交
代
で
勤
め
る
。

○
相
違
点

法
会
の
種
類
と
執
行
時
期
（
期
間
）

①
主
催
者

②
法
会
の
種
類

③
請
僧
と
そ
の
人
数

③
執
行
時
期
（
期
間
）

○
共
通
点

建
物
の
構
造
と
使
用
方
法

①
瓦
葺

②
東
西
方
向
に
長
い
建
物

③
建
物
（
本
尊
）
は
南
面

⑤
法
会
の
と
き
だ
け
に
経
堂
と
し
て
使
用
（
通
常
は
が
ら
ん
ど
う
）
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